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清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、

食
堂
・
売
店
・
ガ
イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
役
場
商

工
観
光
課
ま
で
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一
三 

川口番所・船見番所建築中！ 

 

荘内藩清川関所（川口番所等） 完成イメージ図 

川
歴
史
公
園
管
理
運
営

委
員
会
」
で
検
討
し
て
い

ま
す
。
十
月
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ
た
委
員
会
で

は
、
展
示
品
企
画
部
会
、

食
堂
・
売
店
部
会
、
観
光

案
内
部
会
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
い
、

今
後
も
話
し
合
い
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。 

整
備
に
あ
た
り
、
建
築

使
用
木
材
の
約
七
〇
％

分
に
相
当
す
る
杉
の
木

を
清
川
報
恩
会
様
よ
り

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

は
、
関
所
構
え
を
復
元

し
、
地
域
の
歴
史
的
価
値

を
更
に
高
め
る
と
と
も

に
関
係
資
料
の
保
存
伝

承
を
図
り
ま
す
。
最
上
川

を
往
来
す
る
荷
物
の
監

視
目
的
で
設
置
さ
れ
た 

「
船
見
番
所
」
も
復
元
さ

れ
、
完
成
後
は
そ
の
高
さ

か
ら
最
上
川
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
来
年
三

月
の
完
成
を
目
指
し
て

現
在
建
設
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

設
の
管
理
や
運
用
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
方
々
を 

中
心
に
構
成
さ
れ
た
「
清 

清
河
八
郎
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
幕
府

へ
献
策
し
て
京
都
で
の
将
軍
警
護
を
目
的
と
し

た
「
浪
士
組
」
を
結
成
し
京
都
に
上
洛
、
朝
廷
よ

り
江
戸
で
の
「
攘
夷
」
決
行
の
命
を
受
け
東
下
。

八
郎
は
横
浜
の
外
国
人
居
住
地
襲
撃
計
画
を
進

め
る
が
露
見
、
幕
府
の
刺
客
に
よ
っ
て
江
戸
麻

布
一
ノ
橋
付
近
で
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

 

浪
士
組
は
そ
の
後
「
新
徴
組
」
と
名
称
を
変
え

庄
内
藩
に
預
け
ら
れ
、
江
戸
市
中
の
見
回
り
・
庄

内
藩
で
の
戊
辰
戦
争
で
庄
内
藩
の
精
鋭
部
隊
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

写
真
で
振
り
返
る
清
川
の
歴
史 

「清川歴史公園構想」を元に、「歴史の里」まちづくり進行中 

清川歴史公園かわら版 平成 30年（2018年）11月 6日 

 

「船見番所」の土台が現れました 

清河八郎没後 50 年祭 明治 45 年（1912）5 月 30 日 
清川小学校前に勢揃いした清川学校同窓会による浪士組の仮装模様 

「川口番所」には屋根がかかりました 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
に
河
岸
と

関
所
の
あ
る
宿
場
と
し
て
栄
え
た
清
川
。 

荘
内
藩
清
川
関
所
（
川
口
番
所
・
船
見
番
所

等
）、
御
茶
屋
（
本
陣
・
御
殿
）
、
大
庄
屋
屋
敷

な
ど
が
あ
り
明
治
初
年
に
は
十
三
軒
の
旅
館

も
あ
り
ま
し
た
。
御
所
皇
子
神
社
を
経
由
し

て
、
出
羽
三
山
登
拝
の
人
も
年
間
三
万
人
を

超
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
清
川

歴
史
公
園
整
備
基
本
計
画
の
第
一
期
整
備
で 
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『
立
川
町
の
歴
史
と
文
化
』（
一
九
六
一
年

立
川
町
出
版
）
に
は
、「
清
川
は
、
昔
か
ら
の

最
上
川
交
通
の
要
路
で
、
最
上
義
光
時
代
に

も
関
所
を
置
か
れ
た
が
、
酒
井
藩
で
も
こ
こ

に
関
所
を
設
け
て
藩
に
出
入
す
る
人
を
厳
重

に
調
べ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
関
所
は
、
図

に
あ
る
よ
う
に
中
央
に
巾
九
尺
の
関
門
が
あ

っ
て
、
そ
の
左
右
両
側
に
柵
を
め
ぐ
ら
し
、

そ
の
左
側
に
番
所
が
あ
っ
た
。
番
所
の
中
央

の
部
屋
は
面
番
と
い
い
、
そ
の
右
室
は
上
役

の
役
所
、
左
室
は
下
役
の
役
所
で
あ
る
。
上

役
は
上
番
と
い
っ
て
家
中
か
ら
一
人
勤
務
で

あ
る
。
清
河
八
郎
の
少
年
時
代
、
経
書
を
習

っ
た
と
い
う
関
吏
の
畑
田
安
右
エ
門
は
、
こ

の
上
番
で
あ
っ
た
。
下
役
は
下
番
と
い
い
給

人
二
人
の
勤
務
で
、
そ
の
外
に
下
番
の
命
に

よ
っ
て
日
夜
の
警
戒
の
任
に
当
る
者
が
村
か

ら
一
人
使
わ
れ
て
い
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

復
元
関
所
は
清
川
歴
史
の
里
め
ぐ
り
の

拠
点
に
な
り
ま
す
。

明
治
維
新
一
五
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
清
河
八
郎
は
ど
ん
な
人⁉

」

が
十
一
月
十
日
（
土
）
余
目
の
「
響
ホ
ー
ル
」
、

十
一
日
（
日
）
清
川
の
「
清
川
公
民
館
」
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
清
川
会
場
は
既
に
事
前
申

込
で
定
員
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
十
日
（
土
）

の
余
目
会
場
は
ま
だ
席
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
込
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
（
入

場
無
料
）
※
プ
レ
ミ
ア
ム
弁
当
と
書
籍
の
予

約
販
売
は
終
了
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
魁
、
清
河
八
郎
や
明
治
維
新

史
を
研
究
し
て
い
る
著
名
な
先
生
方
を
お

招
き
し
、
記
念
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
「
上
山
藩
鼓
笛
楽
」
の
公
演
、
「
戊
辰

戦
争
を
戦
っ
た
女
た
ち
」
の
紙
講
話
や
紙
芝

居
、
琵
琶
語
り
と
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
内
容

で
す
。
多
く
の
方
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
八
郎
に
対
す
る
興
味
、
関
心
を
高
め
て

も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
清
川
歴
史
公
園
の
魅
力
の
ひ
と

つ
は
、
郷
土
の
偉
人
「
清
河
八
郎
」
で
す
。

皆
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
清
川

公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明治維新150年記念事業フォーラム 

清川歴史公園を、今、なぜ整備するのか？

清川歴史公園かわら版 平成 30年（2018年）11月 6日 

歴
史
資
料
で
見
る
「清
川
関
所
」 


